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アジャイル開発初学者へ
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ターゲットユーザ

enPiT合宿に参加している⽣徒や
アジャイル開発初学者
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ユーザの課題
● リーンキャンバスやユーザーストーリーマップを作成して

いく中でいちいち付箋を貼り付けたり、⽚付けたりするの
がめんどくさい

● もっと⼿軽にプロダクト開発を⾏いたい
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課題を解決するために

アイデアをホワイトボードではなく、
オンライン上で共有できるようにする。
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機能紹介
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企画している
プロダクトの価値を
記⼊することができます。

1.リーンキャンバス
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企画したプロダクトの構造を
シンプルに
まとめることができます。

2.エレベーターピッチ
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時系列順にユーザの体験を
書き込むことで
全体像がわかります。

3.ユーザーストーリーマップ
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提供するサービスに
優先順位を
付与することができます。

4.プロダクトバックログ
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開発⽅針

● モブプログラミング + ペアプログラミング
● 各⼤学の数名にフィードバックをもらいプロダクトに取

り⼊れた
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スプリントの流れ

⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇ ⽉

全体デモ会 先⽣とデモ会

開発
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使⽤⾔語（フレームワーク）
● フロントエンド

React.js
● バックエンド

Ruby on Rails
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使⽤したツール・開発環境
● デプロイ先 ：Heroku
● 仮想化ツール ：Docker
● タスク管理 ：Trello
● 連絡ツール ：Slack
● バージョン管理：Git
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enPiTを通して
⼤変だったこと

○ みんなが忙しかった為、時間をあまりかけられなかった

○ 技術的に追いつくののに時間がかかった

○ チーム内でコミュニケーションを取ることが⼤変だった

○ 分割ができないプロダクトバックログがあり、進捗を作ることが⼤変だっ
た
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enPiTを通して
得たこと

○ Herokuへのデプロイ技術

○ Gitの使い⽅（コンフリクトの直し⽅等）

○ Web⾔語の基礎知識

○ Ruby on Rails の基礎知識


